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全国一斉ストライキの経験が組合への信頼と団結の土台に
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埼労連

全員ストを構えて過去最大のベースアップ

福祉保育労

　福祉保育労は、当事者参加型の集会を経験す
ることを目的に地方組織の役員やこれから役員
になってほしい青年組合員（概ね２５〜４０
歳）に積極的な参加を呼びかけています。
組合員が日頃の悩みや経験・教訓を出しあい、
参加者と一緒につくる分科会を企画・運営する
ことを目指しています。
　５月２９日には独自にオンラインミーティン
グを開催（右参照）。組合員の日頃の悩みや経
験・実践などをもとに、どんな分科会にしたい
か、どんな分科会なら参加しやすいかなどを出
しあい、企画につなげていく準備をしていま
す。

生協労組おかやま
書記長　内田和隆さん

　「ストライキ」−労働組合にとって組合員の団結が欠かせないが、要求貫徹のた
めに憲法にも保障されている最高の戦術の一つだ。しかし1980年代以降、実施数や規
模は減少を続けてきた。
　全労連はコロナ禍や物価高の中、納得できない回答にはストを含む「たたかう労
働組合のバージョンアップ」を掲げて取り組んできた。賃金引き上げや職場・雇用
を守るため再び注目を浴びているストライキに立ち上がった仲間の経験を聞いた。

全労連は、10月11〜13日、「労働運動交流集会・レイバー・ユニオン・
カレッジ（通称レバカレ2025）」を東京京橋のビジョンセンターで開催
します。参加者がつくる75の分科会を中心に
した“当事者参加型”の交流集会です。

２
VOL労働運動交流集会2025

レバカレプレ企画　第２回「ストライキを復活させる」

　2025年春闘では全員の1時間ストライキを構える交渉戦術を提
起した。実際にはストライキは回避されたが、二次にわたる回
答団交で過去最大のベースアップ（正規で月1万円、時給で最
大77円）を実現した。当初、専従や役員は現場の反応に不安を
もっていたが、職場に提案してまわってみると想定以上に現場
の反応は好意的だった。
　対話を通じ広がった職場の賛同を背景にした「本気の構え」
が経営側への強い圧力となり、勝ち取ることができたと手ごた
えを持った。ここまで何年もかけてストライキの規模を含む戦
術も模索し、実践を重ねたことが今春闘につながり、また組合
員の経験や自信にもなったと話した。

　2023年に全医労が31年ぶりに実施した全国一斉ストライキに
参加した。背景には、コロナによる医療現場の疲弊や、国によ
る積立金の防衛費転用への強い反発があった。「もう我慢する
のはやめよう」と支部では2名の指名ストを実施し、他の組合
員も年休を活用して参加した。参加したとも見たこともないス
トライキに現場からは応援がよせられるなど、スト後には「ま
たやりたい」という仲間もいた。長年にわたる職場改善の積み
重ねと、組合活動の再建が信頼と団結の土台となり、行動を支
えたと話した。
 　また、組織攻撃に負けない団結をつくるには声をあげて、職
場で共通する要求を話し合い、まとめていくことが欠かせない
と話した。
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全医労いわき支部
副執行委員長 吉田拓生さん

詳細はこちら▶

参加申込は、6月2日スタート！

レバカレニュースで各単産・
地方組織の取り組みを紹介します。

　埼労連は、レバカレを次世代育成や若者の結集軸づ
くりを目指す取り組みと位置付け、単組などで中心的
な役員を担っている若手を中心にオンラインの知恵出
し会議や企画の練り上げ会を数回開催してきました。
　6月1日の関ブロのプレ企画には「ココロ」を近づけ
る日頃からの対話の実践や労働組合の魅力を再確認す
る相互に学びあう分科会を企画しており、ブラッシュ
アップして本番にも持ち込みたいと話しています。

友だ
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労働運動交流会

6月1日(日）13:30~17:00

全労連会館２Fホール

４つの分科会を企画
企画の詳細は関東甲信越ブロ

ックの各地方組織へ

全労連・関東甲信越ブロック
レバカレに向けたプレ企画


